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P − 21　 挙児希望若年者の 複雑型子宮内膜異型

増殖症（AH −C），高分化型子宮体癌（E−CA ）に対す

る 機能温存療法 を 目的と した MAP 療法の 治療効果
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検討。
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　　【目的】若年者 の 子宮体癌 は，黄体ホル モ ン療

法 に 感受性 が 高く，そ の 予 後 は比 較 的良好な もの

が多い と言われて い る。我々 は，妊孕性温存を希

望する AH −C，　E−CA 症例に対 し，十分な infor−

med 　consent の 後 に 本療法 を行 い ，そ の 治療効粟

，経 時 的な 病 理組繊学 的 形 態 変化 に つ い て 検討 レ

たの で 報告す る。

　　【方法】本 院に お い て 子 宮温存を強く希望 した

10 例 （AH −C ＝ 5，　 E−CA ＝ 5）に 対 しmedroxy −

proge
’
sterone 　acetate （MPA＞1日 600   を3．5−

9 ヵ 月投与した。治療効果判定は ， 1回 ／4週の 子

宮内膜組織診，細胞診にて 行 っ た。また治療前後

の estrogen ・progesterone　receptor （ER ・PR ＞

の 定量と腫瘍核形態変化 の 画像解析 を行 っ た e

MPA 療 法 は 10症 例 に 対 し，全 13 コ ース 行 っ た。

　 【成績】投与幾 AH −Cで は病変の 湾失＝3例 ，

複雑型増殖症＝1例 ， 不変＝1例であ っ た 。 こ のう

ち1例 は妊娠成立したが，流産とな っ た。 E−CA

では，病変 の 消失は4例に見 られたが，うち1例

は，治療終了媛の不妊治療 中にE−CA の 再燃が見

られ た。他の 1例は妊娠
・
分娩とな っ た。全症例

を通 し，加療中に病変 の進行 した症例 は認めなか

っ た。ER ・PR は投与前高値を示 し たものは投与

後 は 陰性とな っ た。腫瘍核形態計測で は ほ とん ど

の 症例 で核面積の 減少，irregularityの 消失，核

の 円 形 化 を 認 め た 。

　 【結論】MPA 療法は若年者 の AH −C，　 E−CA に

お い て 有効な治療法 で ある と考え られた 。 病巣の ・

消失が見られなか っ た症例で も加療中の 病変の進

行 は認められなか っ た。

（目的）近年、子宮体癌は 増加傾向に あ り、そ の

中で も若年者 の 子宮体癌は増加傾向にあ る と言 わ

れ て い る。子 宮体癌の治療は 矛宮摘出が基本 で あ

る が 、若年者 は妊孕性温存 の 為 に、ホル モ ン療法

を施行 さ れ る場合が ある。そ こで 当院に お け る、

若 年 T一宮体癌の 臨 床背景 と 予後 を検 討 し た。

（方法）対象は ユ983年からユ997年 まで の 子宮体癌

患者233例を83年か ら87年を前期、88年か ら92年 を

中期、93年か ら97年 を後期と5年間隔 に 分け ド 35歳

以下 の 若年 予宮体癌患者の 進行期、治療法、縣者

背景．予後、ホ ル モ ン療法後 の 妊娠の 有無 の 検討

を 行 っ た。

（結果）子宮体癌患総数は前期61例、中期81例、

後期91例 と 増加傾向 に あ り、40歳未 満 の 子宮体癌

患者数は前期 2例（3．3％）、中期9例（11」％ ）、後期8例

（8．8％）の 19例 で あっ た 。 特 に35歳以下 の 若年子宮体

癌患者 は12例 （前期1例、中期6例、後期5例〉で 、

平均年齢 は 申期33．0± 1．8才、後期27．8± 3，6才 と年

齢 〔
ρ低齢化傾向を認めた。BMI ［bく｝dy　mass 　index＝体

重（kg）／ 〔身長（m ）〕
2
］が≧5以上 の 肥満は12例 中5例、

PCO 症候群 も5例に認めた。12例 中子宮摘 出が行わ

れた の は7例 （前期1例、中期5例、後期1例） で あ っ

た。残 り5例 （中期 ユ例、後期 4例） は ホル モ ン療法

を施行 し て お り、4例に癌消失を 認め 、1例 は 治療

継続中 で ある 。 癌消失 例の ユ例に3人 の 健児 を、1例

は 妊娠継続中 で あ る。ま た 中期の 了
一
宮摘出症例 の 1

例 に 死 L を認めた。

（結論）　 r一宮体癌患者の 年齢の 低齢化傾向を認め

た 。一
定条件を満た した

一F宮体癌症例 に限っ て 、

ホルモ ン療法に よ る 妊孕性温存は可能で ある と判

断され た 。
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